
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

米が対独宣戦 1917年ひょうたん島 スタート 1964年

４
月
６
日
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∂
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∂
∂
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∂
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ＮＨＫが総合テレビで連続人形劇「ひょっこり

ひょうたん島」（作・井上ひさし、山元護久）の

放送を開始。漂流する小島を 台に先生と子ども

たちが繰り広げる冒険物語。ドン・ガバチョなど

ユニークなキャラクターも登場、大人気となった。

第１次世界大戦で中立を保ってきた米国が、ド

イツに対して宣戦した。一定の海域にある船舶を

無警告で撃沈する無制限潜水艦作戦などへの対抗

措置とされる。米国の参戦によって連合国は各戦

線で優位に立ち、大戦は終結へ向かった。
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表
情
を
引
き
締
め
て
出
動
式
に
臨

む
隊
員
た
ち

登
米
市
民
の
交
通
安
全
運
動

に
関
わ
る
意
識
を
高
め
る
「
春

の
交
通
安
全
運
動
市
民
大
会
」

（
登
米
市
、
市
交
通
安
全
対
策

協
議
会
主
催
）
が
４
日
、
登
米

総
合
体
育
館
で
あ
っ
た
。

市
内
の
交
通
安
全
協
会
や
学

校
な
ど
の
関
係
者
約
５
０
０

人
が
参
加
し
た
。
布
施
孝
尚
市

長
は
「
地
域
や
家
庭
で
声
を
掛

け
、
痛
ま
し
い
事
故
が
な
く
な

る
よ
う
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
針
生
啓
司
登
米

署
長
は
「
警
察
と
手
を
携
え
、

事
故
の
な
い
安
全
な
街
に
な
る

よ
う
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。と

も
に
３
月

日
で
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
連
続
１
０
０
０
日

を
達
成
し
た
「
と
よ
ま
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
」
（
同
市

登
米
町
）に
県
警
が
感
謝
状
を
、

「
寺
池
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
」
（
同
）
に
対
策
協

議
会
が
表
彰
状
を
そ
れ
ぞ
れ
贈

る
な
ど
し
た
。

春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
が
６
日
に
始
ま
る
の
を

前
に
、
柴
田
地
区
交
通
指
導
隊

の
合
同
出
発
式
が
４
日
、
川
崎

町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
大
河
原

村
田

柴
田
、
川

崎
各
町
の
隊
員
約

人
が
無
事

故
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

管
内
で
は
昨
年
、
４
件
の
交

通
死
亡
事
故
が
あ
り
、
こ
と
し

は
既
に
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
川
崎
町
交
通
指
導
隊
の
米

沢
光
秀
隊
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
痛
ま
し
い
事
故
が
一
件
で
も

減
る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
運

動
に
取
り
組
も
う
」
と
呼
び
掛

け
た
。

佐
藤
則
夫
大
河
原
署
長
は

「
行
楽
期
を
迎
え
事
故
が
起
こ

り
や
す
く
な
る
。
署
も
総
力
を

挙
げ
て
交
通
安
全
に
取
り
組
む

の
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

式
後
は
同
署
交
通
課
に
よ
る

規
律
訓
練
が
あ
っ
た
ほ
か
、
パ

ト
カ
ー
や
交
通
安
全
指
導
車
が

町
内
を
巡
回
し
事
故
防
止
を
訴

え
た
。

家
庭
で
声
掛
け
徹
底
を
⊂⊂⊇
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登

米

指
導
隊
70
人

誓
い
新
た
⊂⊂⊇
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⊃

柴
田
地
区

交
通
安
全
の
意
識
高
揚
を
図
っ
た

市
民
大
会

鈴
木
町
長
（
左
）
に
文
房
具
の

目
録
を
手
渡
す
西
川
会
長（
右
）

と
篠
田
会
長

関係者によるテープカットで放課後児童クラブの

開設を祝った

巡
回
バ
ス

高
齢
者
の
足
に

大
崎
・
三
本
木

１

日

９

便

タ
ク
シ
ー
車
両
活
用

大
崎
市
三
本
木
の
地
域
内

を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
バ
ス
「
た
て
や
ま
号
」
の

運
行
が
始
ま
っ
た
。
タ
ク
シ

ー
の
車
両
を
使
っ
て
１
時
間

に
２
台
ず
つ
、
１
日
計
９
便

（

台
）
が
地
域
を
回
り
、

運
転
免
許
を
持
た
な
い
高
齢

者
ら
の
交
通
手
段
と
し
て
活

躍
す
る
。

地
元
の
住
民
組
織
が
運
営

し
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
運
行

を
委
託
。
三
本
木
の
桜
の
名

所
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ

た
。
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

ま
で
１
時
間
置
き
に
地
域
内

を
巡
る
。

１
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
予
約
す
れ
ば
、
玄
関
先
ま

で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。
会

員
登
録
が
必
要
で
、
利
用
料

金
は
１
人
１
回
に
つ
き
４
０

０
円
。

出
発
式
が
１
日
、
大
崎
市

三
本
木
総
合
支
所
で
あ
り
、

住
民
組
織
代
表
の
佐
藤
仁
一

郎
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で
「
暮

ら
し
の
利
便
性
の
向
上
、

市
街
地
の
活
性
化
の
た
め

に
、
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。
伊
藤

康
志
市
長
ら
と
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
し
第
１
便
を
見
送
っ

た
。大

崎
市
で
は
田
尻
、
岩
出

山
、
鹿
島
台
、
鬼
首
、
松
山

の
各
地
域
に
同
様
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
あ
る
。
た

て
や
ま
号
の
運
行
開
始
に
よ

り
、
旧
古
川
市
を
除
く
全
域

に
地
域
内
公
共
交
通
が
実
現

し
た
。

20日千昌夫さんコンサート

神輿渡御担ぎ手を募集

仙
台
市
青
葉
区
の
仙
台
東

照
宮
で

、

の
両
日
、
遷

座
３
６
０
年
を
記
念
し
た
奉

祝
大
祭
が
行
わ
れ
る
。
２
０

０
８
年
以
来
６
年
ぶ
り
の
開

催
。
東
日
本
大
震
災
後
初
と

な
る
今
回
は
復
興
へ
の
願
い

を
込
め
、
津
波
被
災
地
の
陸

前
高
田
市
出
身
の
歌
手
千
昌

夫
さ
ん
を
招
く
。
千
さ
ん
は

境
内
で
無
料
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
ほ
か

神
輿
渡
御

み
こ

し
と
ぎ
ょ
）に
も
参
加
す
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
は

日
午
後

４
時
か
ら
約
１
時
間
、
特
設

台
で
あ
り
、千
さ
ん
が「
北

国
の
春
」
や
「
星
影
の
ワ
ル

ツ
」

夕
焼
け
雲

な
ど

曲

を
参
拝
客
の
前
で
歌
う
。
合

間
に
は
ト
ー
ク
の
時
間
も
設

け
ら
れ
、
古
里
の
復
興
を
願

う
胸
中
な
ど
を
披
露
す
る
。

日
は
大
祭
の
呼
び
物
、

神
輿
渡
御
が
あ
る
。
大
人
神

輿
や
子
供
神
輿
、
稚
児
行
列

な
ど
が
午
前

時
に
神
社
を

出
発
し
、
宮
町
通
の
東
六
番

丁
小
前
で
折
り
返
す
約
３
㌔

の
コ
ー
ス
を
約
３
時
間
か
け

て
巡
行
す
る
。
千
さ
ん
も
列

に
加
わ
り
沿
道
の
市
民
と
触

れ
合
う
予
定
だ
。

大
祭
で
は
ほ
か
に
奉
納
神

楽
や
演
芸
シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
、

２
日
間
そ
れ
ぞ
れ
約

店
の

露
店
が
並
ぶ
。

大
祭
は
５
年
に
一
度
の
恒

例
行
事
で
本
来
は
昨
年
が
開

催
年
だ
っ
た
が
、
震
災
で
境

内
が
被
災
し
、
復
旧
工
事
の

た
め
１
年
延
期
さ
れ
た
。
千

さ
ん
の
ゲ
ス
ト
参
加
は
、
総

代
の
一
人
が
千
さ
ん
の
友
人

だ
っ
た
こ
と
か
ら
実
現
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
高
崎
恒
晴

宮
司
は
「
千
さ
ん
の
歌
を
聴

い
て
、
多
く
の
人
に
復
興
へ

の
思
い
を
共
有
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

神
社
は
現
在
、
神
輿
渡
御

の
担
ぎ
手
を
募
集
し
て
い

る
。
必
要
な
担
ぎ
手
約
２
０

０
人
に
対
し
、
１
０
０
人
以

上
も
不
足
し
て
い
る
と
い

う
。
連
絡
先
は
仙
台
東
照
宮

社
務
所
０
２
２
（
２
３
４
）

３
２
４
７
。

千昌夫さん

前回2008年の神輿渡御。６年ぶりとなる今回の

奉祝大祭には千昌夫さんも参加する
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児
童
の
成
長

地
域
見
守
る

白

石

福
岡
地
区

放
課
後
ク
ラ
ブ
を
開
設

白
石
市
福
岡
小
の
空
き
教

室
を
借
り
、
学
区
内
の
住
民

が
運
営
す
る
「
福
岡
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」
の
開
所
式
が

１
日
、
同
校
で
あ
っ
た
。

風
間
康
静
市
長
ら
関
係
者

約

人
が
出
席
。
運
営
主
体

と
な
る
福
岡
地
区
民
の
会
の

大
橋
勉
運
営
委
員
長

は

「
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り

と
見
守
り
、
健
全
な
育
成
を

図
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
ス

タ
ッ
フ

人
体
制
で
平
日
の

放
課
後
の
ほ
か
、
休
み
期
間

中
に
も
開
設
す
る
。
運
営
費

は
市
の
補
助
金
と
利
用
料
収

入
で
賄
う
。

本
年
度
は
児
童

人
が
登

録
し
、
開
所
式
後
に
早
速

人
以
上
が
利
用
し
た
。
児

童
の
一
人
は
「
家
か
ら
近
く
、

交
通
事
故
の
心
配
が
少
な

い
学
校
に
で
き
て
良
か
っ

た
。
み
ん
な
で
楽
し
い
ク
ラ

ブ
を
つ
く
り
た
い
」
と
話
し

た
。放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

置
は
、
地
元
の
要
望
が
高
ま

り
、
自
治
会
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
者
ら
が
２
年
以
上

議
論
を
重
ね
て
実
現
し
た
。

利
府
な
ど
２
Ｒ
Ｃ

地
元
小
学
校
に

文
房
具
を
贈
呈

利
府
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
Ｒ
Ｃ
、
利
府
町
）
は
３
日
、

大
阪
淀
川
Ｒ
Ｃ
（
大
阪
市
）

と
共
同
で
、
利
府
町
の
小
学

校
に
今
春
入
学
す
る
新
１
年

生
４
０
６
人
に
学
用
品
セ
ッ

ト
を
贈
呈
し
た
。

利
府
Ｒ
Ｃ
の
篠
田
勉
会

長
、
大
阪
淀
川
Ｒ
Ｃ
の
西
川

正
一
会
長
ら
５
人
が
町
役
場

を
訪
れ
、
鉛
筆
、
ノ
ー
ト
な

ど
の
目
録
を
鈴
木
勝
雄
町
長

に
手
渡
し
た
。

西
川
会
長
は
「
未
来
を
担

う
子
ど
も
の
成
長
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

鈴
木
町
長
は
「
東
日
本
大
震

災
の
傷
は
深
い
が
、
皆
さ
ん

の
支
援
の
お
か
げ
で
子
ど
も

た
ち
は
す
く
す
く
成
長
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

共
同
で
の
贈
呈
は
大
阪
淀

川
Ｒ
Ｃ
か
ら
「
被
災
地
の
子

ど
も
た
ち
を
支
援
し
た
い
」

と
申
し
出
が
あ
り
、
昨
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

住民の期待を背負って出発する「たてやま号」の

第１便
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６日

仙
台

▽
今
井
小
児
科
（
小

児
科
）
‖
青
葉
区
八
幡
３
丁
目

（
２
６
７
）
６
０
５
１
▽
長
町

病
院
（
小
児
科
）
‖
太
白
区
長

町
３
丁
目
（
７
４
６
）
５
１
６

１
▽
大
山
医
院
（
整
形
外
科
）

‖
太
白
区
西
中
田
５
丁
目
（
２

４
２
）
７
７
１
５
▽
荒
巻
な
べ

胃
腸
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
内
科
）
‖
青
葉
区
荒
巻
本
沢

３
丁
目
（
７
１
９
）
６
０
７
１

▽
東
部
休
日
診
療
所
（
内
科
・

小
児
科
）
‖
宮
城
野
区
幸
町
３

丁
目
（
２
９
１
）
５
５
６
６
▽

広
南
休
日
内
科
小
児
科
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
）
‖
太
白
区

長
町
４
丁
目
（
２
４
８
）
５
８

５
８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
）
‖
泉
区
泉

中
央
２
丁
目
（
３
７
３
）
９
１

９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科

・
小
児
科
・
外
科
・
整
形
外
科

・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉

科
）‖
若
林
区
舟
丁（
２
６
６
）

６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖

青
葉
区
堤
町
１
丁
目（
３
０
１
）

６
６
１
１
▽
歯
科
休
日
救
急
診

療
所
‖
青
葉
区
五
橋
２
丁
目

（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
た
か
は
し

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖

白
石
市
城
北
町
（
２
２
）
２
５

３
５
▽
公
立
刈
田
総
合
病
院

（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡
蔵
本

（
２
５
）
２
１
４
５
▽
歯
科
休

日
診
療
所
‖
白
石
市
大
手
町

（
２
５
）
４
７
４
４

角
田
・
丸
森

▽
三
沢
医
院

（
内
科
）
‖
丸
森
町
大
舘
（
７

２
）１
１
６
６
▽
丸
森
病
院（
外

科
）
‖
丸
森
町
鳥
屋
（
７
２
）

２
１
３
１
▽
た
て
や
ま
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
‖
丸
森
町
大
舘
（
７

３
）
４
０
５
０

柴
田

▽
さ
く
ら
小
児
科
医

院（
内
科
）‖
大
河
原
（
５
１
）

５
３
５
５
▽
庄
司
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
外
科
）
‖
大
河
原
（
５
１
）

３
７
４
１
▽
村
上
歯
科
医
院
‖

大
河
原
（
５
３
）
３
５
６
３

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
鹿
島

（
３
８
４
）
０
０
０
１

岩
沼

▽
ス
ズ
キ
記
念
病
院

‖
里
の
杜
３
丁
目
（
２
３
）
３

１
１
１
▽
上
中
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
土
ケ
崎
２
丁
目
（
３

５
）
７
５
５
７

亘
理
・
山
元

▽
板
橋
胃
腸

科
肛
門
科
‖
亘
理
町
逢
隈
中
泉

（
３
４
）
８
９
１
１

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急

患
診
療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦

町
（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
フ

ァ
ミ
リ
ア
歯
科
‖
松
島
町
高
城

（
３
５
５
）
６
８
６
０

黒
川

▽
大
衡
村
診
療
所
‖

大
衡
村
大
衡
（
３
４
５
）
２
３

３
６大

崎

【
昼
】
▽
寛
内
科
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖

古
川
駅
前
大
通
１
丁
目（
２
４
）

８
８
２
２
▽
渡
辺
産
婦
人
科
内

科
医
院
（
内
科
）
‖
松
山
千
石

（
５
５
）
３
５
３
５
▽
天
野
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
田

尻
北
牧
目
（
３
９
）
１
２
３
３

▽
鴇
田
整
形
外
科
医
院（
外
科
）

‖
古
川
南
町
１
丁
目
（
２
２
）

０
８
８
７
▽
大
崎
口
腔
保
健
セ

ン
タ
ー
（
歯
科
）
‖
古
川
南
町

１
丁
目（
２
４
）５
１
０
１【
夜
】

▽
片
倉
病
院
‖
古
川
浦
町
（
２

２
）
０
０
１
６

加
美
・
玉
造

▽
森
皮
膚
科

医
院
‖
大
崎
市
岩
出
山（
７
２
）

２
２
４
４

遠
田

▽
米
谷
医
院
‖
涌
谷

町
田
町
裏
（
４
４
）
１
１
３
３

栗
原

▽
栗
原
市
立
瀬
峰
診

療
所
‖
瀬
峰
長
者
原
（
３
８
）

３
１
２
１
▽
く
り
こ
ま
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
栗
駒
岩
ケ
崎
（
４
５
）

２
１
２
８

登
米

▽
市
立
米
谷
病
院
‖

東
和
町
米
谷
（
４
２
）
２
０
０

７
▽
プ
レ
ミ
ア
歯
科
‖
南
方

（
２
３
）
２
０
３
８

石
巻

▽
佐
藤
内
科
医
院

（
内
科
）
‖
茜
平
（
２
２
）
３

０
２
０
▽
あ
ら
い
脳
神
経
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
外
科
）
‖
蛇
田

（
９
８
）
３
６
７
１
▽
石
巻
赤

十
字
病
院
（
小
児
科
）
‖
蛇
田

（
２
１
）
７
２
２
０
▽
石
巻
ロ

イ
ヤ
ル
病
院
（
産
婦
人
科
）
‖

広
渕
（
７
３
）
５
８
８
８
▽
石

巻
ロ
イ
ヤ
ル
病
院
‖
広
渕
（
７

３
）
５
８
８
８
▽
横
山
歯
科
医

院
‖
大
手
町
（
２
１
）
１
７
１

１
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診

療
所
‖
中
里

９
４

８
２
２
３

東
松
島

▽
か
し
わ
や
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
小
松
（
８
３
）

２
０
０
３

気
仙
沼

▽
葛
内
科
胃
腸
科

医
院
‖
田
中
前
（
２
２
）
６
７

５
０
▽
金
沢
歯
科
医
院
‖
新
町

（
２
４
）
１
１
５
５

６日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
石
巻
市
・
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ

ル
大
街
道
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）
▽
名
取
市
・
イ
オ
ン
モ
ー

ル
名
取
バ
ス
プ
ー
ル
内
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）
▽
栗
原
市
・
ヨ

ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
築
館
店
（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）
▽
仙
台
市
泉
区

・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
仙
台
泉
大
沢

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け

付
け
、
午
前

時
〜

時

分

・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ

Ｂ
Ａ
（
午
前

時
〜
午
後
５
時

分
、
成
分
献
血
は
午
前

時

〜
午
後
５
時
）
▽
献
血
ル
ー
ム

ア
エ
ル

（
午
前

時
〜
午
後

５
時

分
、
成
分
献
血
は
午
前

時
〜
午
後
５
時
）

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
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又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

催

し

◇
心
の
障
が
い
に
つ
い
て
学

ぶ
会

８
日
午
後
４
時
、
仙
台

市
若
林
区
・
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
「
太
陽
と
オ
リ
ー
ブ
」
。
講

師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
ロ
ー
ム

の
会
理
事
長
で
行
政
書
士
の
菊

地
茂
さ
ん
。
参
加
無
料
。
要
予

約
。
連
絡
先
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ

ャ
ロ
ー
ム
の
会
０
２
２
（
２
９

３
）
４
３
４
５
。

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

◇
井
戸
端
塾
「
昔
誰
も
が
吹

い
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
今
こ
こ
に

…
」

日
午
後
４
時
、
仙
台

市
青
葉
区
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ

ア
サ
ロ
ン
井
戸
端
会
議
イ
ベ
ン

ト
ル
ー
ム
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者

の
星
昭
穂
さ
ん
が
演
奏
を
披
露

す
る
。
定
員

人
（
先
着
）
。

参
加
料
５
０
０
円
。
申
し
込
み

は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
９
日
ま
で
。
連
絡
先
は

同
法
人
事
務
所
０
９
０
（
２
９

９
９
）
９
３
５
６
、
フ
ァ
ク
ス

０
２
２（
２
６
３
）７
０
７
９
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
県
政
一
般
相
談

８
日
午

後
１
〜
４
時
、
仙
台
市
青
葉
区

・
藤
崎
一
番
町
館
６
階
行
政
困

り
ご
と
相
談
所
。
県
の
業
務
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。
連
絡

先
は
同
相
談
所
０
２
２
（
２
６

３
）
６
２
０
１
。

◇
く
ら
し
と
お
金
の
相
談
会

、

日
午
後
１
〜
４
時
、

仙
台
市
宮
城
野
区
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
住
宅
ロ
ー
ン

や
生
命
保
険
、
年
金
な
ど
の
相

談
に
応
じ
る
。
申
し
込
み
は
８

日
ま
で
。
連
絡
先
は
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
事
務
局
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
０
１
２
０
）
８
７
４
２
５

１
。
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